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【平成19年・前期学期・マクロ経済学I・演習問題１】
· 締め切り：平成19年5月15日講義開始時

	注意事項: 

(1) 提出用の解答は、指定された表紙を利用（HPからダウンロードする）してくだい。2ページ目以降の解答にはA4用紙を用いて、片面のみに解答を書いてください。裏面に書かれた解答は考慮しません。（コンピューター室などで印刷したときの不要用紙などを使っても構いません。）また提出に際しては、左上1ヶ所をホチキスで止めて提出すること。
(2) 解答は、答えだけでなく、どのように考えたかがわかるように途中の計算過程など、出来るだけ丁寧に書いてください。
(3) 計算問題において、割り切れない数などがある場合には、小数点以下第三位で四捨五入して計算してください。
(4)  短答式の問題がありますが、主語・述語のある文章で答えてください。尻切れトンボの解答は減点の対象とします。

(5)  解答は問題の順番に書いてください。また、各ページに番号を振ってください。
(6) 成績の自己管理のために、返却する解答は必ず取りに行き、成績が出るまで保存しておいてください。


【問1】 ある国の一人当たりのGDPの成長率が0.9％であった。この国の一人当たりGDPが2倍になるのに何年かかるか計算しなさい。また、ある国がGDPを10年で2倍になったとすると、この国の成長率は何％であったか計算しなさい。

【問2】 景気動向指数を計算するのに、次の11系列を利用しており、その3ヶ月間の上下変動が＋と－であらわされているとする。このときDIとして景気動向指数を求めなさい。また、これをもとに、景気が上昇局面にあるか下降局面にあるか判断しなさい。
	1.　　生産指数（鉱工業）
2.　　鉱工業生産財出荷指数

3.　　大口電力使用量

4.　　稼動率指数（製造業）

5.　　所定外労働時間指数　（製造業）6.　　投資財出荷指数（除く輸送機械）

7.　　百貨店販売額

8.　　商業販売額指数（卸売業）

9.　　営業利益（全産業）

10.　 中小企業売上高（製造業）

11. 　有効求人倍率（除く学卒）
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【問3】 つぎの文章に答えなさい。
(1) 　「フロー変数」と「ストック変数」について説明し、違いを述べなさい。

(2) 　経済モデルにおける「内生変数」、「外生変数」、「パラメター」とはどのような数であるか述べなさい。
(3) 　最も単純な経済循環図を描き、それぞれの経済主体の役割について説明しなさい。また、マクロ経済学で扱う４つの主な市場を述べ、経済循環図とどのように関係するか簡単に述べなさい。
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